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（昭和62年6月1日現在）

世帯数54，965世帯（前月比42世帯増）

人口170，377人（前月比130人増）

男84，455人

女85，922人

歴史資料館・夏の企画展

明
治
初
期
に
6
校
を
創
設

＜7月1日から歴史資料館で、夏の企画展『宇治の

、小学校Ｔ100年の歩みー』が開催されます。これは、

教育基本法や学校教育法の公布4ｏ周年などにちな

んで行うものです。明治政府は「必ず塞に不学の戸

なく家に不学の人なからしめん事」の号令下、明

治5年（1872年）に学制を発布。宇治のまちでは、同

5年から15年にかけて、宇治・菟道・笠取・小倉・大

久保■横島小学校の6校が、人々の努力で次々に開

∧校い00余年の歴史を歩み続けています。企画展で

〉…………ａ、；工戸時代の寺子屋で使用された書籍や、明治以

…………降の小学校の教科書、各種資料など約］00点を展示ｊ

…………………：こ・・ダ当時の・子どもたち・の様子をレ＝うかがう中で、郷土の

…………／」ヽ学校の歩みを振¨り返ってみ。ましょう。……

－ ・ ミ Ｊ ⇒

▲菟道尋常高等小学校の学級記念写真（大正9年7月撮影）

主
な
展
示
品

◇
寺
子
屋
（
江
戸
時
代
）
で
使
用
さ
れ

た
も
の

・
庭
訓
往
来
（
て
い
き
ん
お
う
ら
い
）

・
永
代
節
用
無
尽
蔵

・
寺
子
読
書
千
平
文

・
大
全
新
童
子
往
来

◇
古
（
い
に
し
え
）
の
小
学
校
を
し
の

ぶ
も
の

・
旧
校
舎
の
鬼
瓦
と
昔
の
門
標

・
昔
の
校
旗
、
優
勝
旗

・
旧
校
舎
の
棟
札

◇
学
校
生
活
の
思
い
出
の
品
々
一

・
昔
の
柱
時
計

・
石
盤
（
ロ
ウ
石
で
平
を
書
く
石
の

板
）

・
校
内
で
鳴
ら
し
た
鐘

・
古
い
幻
灯
機
や
顕
微
鏡

・
昔
の
ア
ル
バ
ム

◇
教
科
書
の
移
り
変
わ
り

・
江
戸
時
代
－
明
治
－
大
正
－
昭
和

3
0
年
代
ま
で
の
教
科
書

■
お
こ
と
わ
り

8
月
―
日
出
～
1
6
日
倒
ま
で
は
、

「
教
科
書
の
移
り
変
わ
り
」
コ
ー

ナ
ー
は
、
京
都
府
巡
回
展
示
『
鏡

と
古
墳
』
開
催
の
た
め
、
休
止
し

ま
す
。

★7月1日（水）～8月30日（日）

午前9時から午後5時（月曜日・祝日休館）

歴史資料館‥‥‥‥‥

文化センター内電話201311

経
営
・
雇
用
特
別
相
談

7
月
1
4
日
㈹

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

宇
城
久
地
域
緊
急
不
況
・
雇

用
対
策
連
絡
会
（
会
長
・
池
本

正
夫
宇
治
市
長
）
が
、
「
経
営
及

び
雇
用
特
別
相
談
合
を
開
催
。

円
高
不
況
下
で
の
、
経
営
ま
た

は
雇
用
に
関
す
る
問
題
を
ご
相

交
換
を
行
い
、
更
に
経

営
・
雇
用
対
策
の
具
体

化
に
向
け
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▼
と
孝
・
？
月
1
4
日

㈹
、
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
▼
と
こ
ろ
…
城
南

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

3
0
日
㈹
ま
で
に
、
宇
治
地
方
振

興
局
商
工
課
（
豊
⑤
2
1
0
3
）
、

宇
治
商
工
会
議
所
（
昔
⑩
3
1

0
1
）
、
宇
治
市
役
所
商
工
観
光

課
・
交
通
労
政
課
（
き
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
雇
用
特
別
相
談
は
、
当

日
申
し
込
み
も
可
。（

交
誘
肢
課
）

4宇危税務署ｓａヶ原集会所｜近蹊伊勢田駅

2ｉＢ．鉄大久保駅

3ＪＲ新田駅

739

談
く
だ
さ
い
。

こ
の
連
絡
会
は
、
京
都
府
宇

治
地
方
振
興
局
管
内
の
関
係
十

団
体
が
協
議
し
て
、
四
月
二
日

に
発
足
。
円
高
不
況
に
伴
ラ
地

域
内
産
業
や
雇
用
情
勢
の
情
報

人
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
）
▼
対

象
・
・
・
市
民
及
び
市
内
中
小
企
業

事
業
主
▼
相
談
員
・
：
京
都
府
立

中
公
業
指
導
所
相
談
員
、
宇

治
公
共
職
業
安
定
所
職
員
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
6
月

宇治の小学校　100年の歩み

期舞車雛健七

親
と
子
の
歴
史
教
室

人
形
劇
「
宇
治
の
む
か
し
む
か
し
物
語
」

と
き
8
月
2
5
日
脚
午
前
1
0
時
・
午
後
2
時
（
2
回
公
演
）

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
展
示
集
会
室

歴
史
講
座

「
宇
治
の
小
学
校
－
寺
子
屋
か
ら
小
学
校
ヘ
ー
」

講
師
辻
ミ
チ
子
館
長

と
き
8
月
2
日
剛
午
後
2
時
～
4
時

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
展
示
集
会
室

五木ひろしし

ビッグショー
8Ｂ26日（水）

文化センター大ホール

6月26日から発売

京都宇治の

野生動物た

ち

7月1日～
5日・午前
9時～午後
5時

写真展

中央公

民館展

示集会

室

撮影

小泉博保氏

無料



1987年（昭和62年）6月21日発行（2）りよだ（

こんな手口にご用心

ま‥‥‥

いニ最………

一話

．‥

近．．．・．・

・

：に｀

は二＝……………

………｀．・17

．11部……

の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
う

落
と
し
穴
が
あ
る
も
の
で
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
消
費
者
が
よ
く
考
え
て
商
品
を
購
入
す
る
と
い
う
心
構
え
で
、

契
約
な
ど
は
慎
重
に
、
ま
た
販
売
員
の
巧
み
な
勧
誘
方
法
な
ど
に
惑
わ
Ｉ
れ
な
’
い

こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。
も
し
、
訪
問
販
売
な
ど
で
困
っ
て
い
た
ら
、
消
費
生
活

相
談
室
へ
今
す
ぐ
相
談
を
。

訪
問
販
売
は
、
自
宅
に
居
な
が

ら
買
物
が
出
来
、
直
接
匿
冗
員
か

ら
説
明
を
受
け
た
り
、
新
し
い
商

に
稽
報
を
得
貨
れ
る
な
ど
の
利
点

が
い
く
つ
か
あ
り
未
丁
。

し
か
し
、
買
物
を
ず
る
心
構
え

の
出
来
て
い
な
い
時
に
売
り
つ
け

ら
れ
た
り
、
商
品
の
品
質
・
価
格
ヽ

に
つ
い
て
比
較
検
討
が
難
し
い
な

ど
の
欠
点
が
あ
り
未
了
。

消
費
生
活
相
談
室
に
、
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
訪
問
販
売
に
よ
る

苦
情
や
相
談
は
、
昨
年
度
一
年
間

で
百
九
件
に
ｔ
古
毒
了
。

最
近
、
一
部
の
悪
質
な
販
売
員

の
強
引
で
、
言
葉
巧
み
な
勧
誘
に

泣
か
さ
れ
る
消
費
者
が
増
え
て
い

康
ｙ
。

突
然
、
販
売
員
の
訪
問
を
受
け

た
り
、
路
上
で
呼
び
止
め
ら
れ
た

り
し
て
、
不
要
な
商
品
を
つ
い
買

っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
い
ろ
い
ゐ
な

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
未
丁
。

う
ま
い
話
に
は
、
落
と
し
穴
が

あ
る
も
の
で
す
。
悪
質
な
訪
問
販

売
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

消
費
者
が
よ
く
考
え
て
商
品
を
購

入
す
る
と
い
や
心
構
え
・
で
、
契
約

な
ど
は
慎
重
に
、
ま
た
厖
匹
員
の

巧
み
な
勧
誘
方
法
な
ど
に
扉
幻
さ

れ
な
い
こ
と
な
芦
示
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
気
を
付
け
て
欲
し
い

手
口
と
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

開
運
商
法

手
相
を
見
た
り
、
姓
名
判
断
を

じ
た
り
し
て
「
買
え
ば
幸
せ
に
な

る
が
、
買
わ
な
い
と
災
い
が
振
り

か
か
り
未
了
よ
」
と
言
っ
て
高
額

な
印
鑑
や
つ
ぽ
、
多
宝
塔
杢
匹
り

つ
け
未
了
。
「
他
人
に
話
ず
と
、

ご
利
益
が
無
く
な
る
」
と
言
っ
て

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の
機
会
を
無

で、すべての人々にとって消費

っています。近年、若者から主

；ブルが増加。被害を未然に防ぐ

・消費者問題を認識し、自分で問

；進んで知識や情報を持つことが

商工観光課∧ａ図3ｉ4ｉ

く
さ
せ
る
悪
質
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン

も
い
ま
ず
。Ｓ

Ｆ
商
法

Ｓ
Ｆ
と
は
、
新
製
品
普
及
会
の

賂
称
で
催
眠
商
法
と
も
言
い
未
了
。

簒
蕩
な
ど
で
、
日
唇
Ｅ
、
食

轡
Ｅ
の
安
売
り
や
、
無
料
配
布
を

し
て
、
雰
囲
気
か
盛
り
上
げ
て
か

ら
高
価
な
健
康
食
品
や
羽
毛
布
団

を
売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。

か
た
り
商
法

あ
た
か
も
消
防
署
、
郵
便
局
、

居
所
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
の

訪
問
と
見
せ
か
け
て
信
用
さ
せ
、

消
火
器
や
表
札
、
避
妊
具
な
ど
を

売
り
つ
け
毒
ｙ
。
公
的
機
関
が
、

訪
問
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

危
険
で
す
商
法

「
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
の
点
検
に
来

ま
し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
安
心
さ

せ
、
「
保
証
期
間
を
過
ぎ
て
い
る

か
ら
」
、
『
モ
Ｌ

い
る
か
ら
』
と
勝
手
に
取
的
替
え

て
し
ま
い
毒
了
。
以
前
に
取
ひ
付

け
た
業
者
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
ら
、
別
の
業
者
で
、
高
額
な
請

求
を
し
た
り
、
「
今
な
ら
割
引
き
し

て
お
く
」
と
言
っ
て
現
金
一
括
払

い
を
さ
せ
ら
れ
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー

オ
フ
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

キ
ヤ
ツ
チ
ー
セ
ー
ル
ス

駅
前
や
繁
華
街
で
「
ア
ン
ヶ
Ｉ

ト
に
答
え
て
」
な
ど
と
親
し
げ
に

話
し
掛
け
て
来
ま
す
。

喫
茶
店
な
ど
に
誘
い
、
巧
み
な

覚
え
て
お
こ
う
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

鐘
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
は

訪
問
販
売
は
、
販
売
員
の
巧
み
な
言
葉

に
つ
ら
れ
て
、
購
入
意
思
が
な
い
ま
ま
、

つ
い
契
約
し
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消

費
者
を
保
護
す
る
た
め
に
い
指
定
商
品
に

限
り
無
条
件
で
解
約
出
来
る
期
間
が
法
律

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ク
ー
リ

ン
グ
ー
オ
フ
制
度
と
い
い
ま
す
。

Ｉ
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の
期
間

契
約
し
た
日
を
含
め
て
、
七
日
以
内
に

言
葉
で
高
額
の
「
化
粧
品
」
や
「
健

康
食
品
」
、
海
外
他
行
の
心
一
員
券

と
称
し
て
『
英
会
話
教
材
』
な
ど

を
売
り
込
み
康
ｙ
。

見
本
工
事
商
法

テ
ラ
ス
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
外
壁
工

事
な
ど
、
工
事
付
き
商
品
に
み
ら

れ
ま
す
。
「
宣
伝
に
良
い
場
所
だ

か
ら
」
、
『
見
本
工
事
と
し
て
割

り
引
章
ま
す
』
な
ど
と
言
っ
て
、
、

ｌｌ゛）ダ

解
除
通
知
の
書
面
を
発
送
す
れ
ば
解
約
出

来
ま
す
。

Ｉ
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の
効
果

解
約
に
伴
う
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る

こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。

支
払
っ
た
金
額
は
、
全
額
返
還
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
取
り
引
き
費
用
も
販
売
業
者

が
負
担
し
ま
す
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
は

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
は
、
必
ず
書
面
（
内

容
証
明
郵
便
が
確
実
で
す
）
で
行
い
ま
し

割
引
料
金
に
見
せ
て
契
約
に
持
ち

込
み
柔
す
。
実
際
は
、
割
引
と
こ

ろ
示
、
む
し
ろ
割
高
な
こ
と
が
多

い
ふ
つ
で
す
。

こ
の
外
に
も
、
訪
問
販
売
の
手

口
は
多
種
多
様
で
す
。

訪
問
販
売
の
多
く
は
、
販
売
員

の
巧
み
な
勧
誘
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
匯
が
自
衛
策
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の

5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
購
入
意
思
の
無
い
時
は
、
始

め
か
ら
き
っ
ぱ
り
断
わ
る
。
』

業
者
の
一
方
的
な
都
合
だ
け

で
訪
問
す
る
訳
で
す
か
ら
、
な

が
な
が
と
説
明
か
聞
い
た
り
、

ま
し
て
買
っ
た
り
す
る
義
務
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②
即
金
払
い
を
し
な
い

4
簡
販
売
法
”
で
規
定
さ

れ
て
い
る
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

制
度
（
無
条
件
解
約
）
は
商
品

を
驀
短
り
、
現
金
で
一
括
払

い
を
し
て
し
ま
っ
た
も
の
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
少

額
の
も
の
で
も
、
手
元
に
お
金

が
あ
っ
て
も
、
代
金
は
全
額
支

払
幻
な
い
方
が
無
難
で
す
。

③
シ
か
つ
に
署
名
、
押
印
を
し

な
い
。

契
約
す
る
時
は
、
契
約
書
を

よ
丘
訳
み
、
納
得
出
来
る
ま
で

説
明
を
受
け
る
こ
と
。
ま
た
、

一
人
で
決
め
て
し
毒
な
ｙ
、
必

ず
家
族
や
信
頼
出
来
る
人
に
相

談
す
る
こ
と
で
す
。

④
ど
こ
の
誰
が
、
何
の
目
的
で

訪
ね
て
来
た
の
か
を
具
体
的
に

確
か
め
る
。

Ｊ
悶
竪
芦
で
は
、
販
売
業

者
の
氏
名
や
商
品
の
種
類
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
規
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
あ
い
ま
い
に

し
て
い
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、

ル
ー
ル
違
反
で
す
。

⑤
契
約
の
内
容
恋
叩
侭
に
し

た
書
面
を
受
け
取
る
。

Ｊ
ａ
ｍ
脛
ｒ
で
は
販
売
業
者

に
、
契
約
を
し
た
時
に
は
取
引

消
費
者
に
交
付
す
る
こ
と
を
義

磯
つ
け
て
い
ま
す
。
販
売
業
者

の
名
称
・
住
所
・
商
品
の
価
格

代
金
の
支
払
い
方
法
・
無
条
件

解
約
の
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制

度
の
手
順
な
ど
、
後
日
の
ト
ラ

ブ
ル
を
漑
け
る
た
め
に
必
要
で

す
。

出
来
る
だ
け
早
ぐ

相
談
を

も
し
、
あ
な
た
が
訪
問
墜
匹
な

ど
で
困
っ
て
お
ら
れ
た
ら
、
少
し

で
も
早
ぐ
消
費
生
活
相
談
室
（
豊

巳
す
ト
匯

Ｆ

●

⑩
3
1
4
1
）
へ
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
は
、
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
い
豪
す
が
、
毎
週
水
曜

日
（
午
前
十
時
～
午
後
三
時
）
に

は
、
｀
西
の
相
談
員
が
相
談
に
応

契
約
解
除
通
知

左
記
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。

記

】
契
約
年
月
日

二
商
品
名

三
契
約
金
額

四
締
結
場
所

な
お
支
払
額
の
○
○
円
を
返
金
し

商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
○
年
○
月
○
日

住
所

氏
名
⑩

所
在
地

○
○
販
売
会
社

代
表
取
締
役
殿

い
わ
し

の
香
り

煮
★
作
り
方

①
い
わ
し
は
頭
と
ワ
タ
を
取
っ

て
塩
水
で
洗
い
、
水
気
を
切

り
、
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
て
、

油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で

’
両
面
こ
ん
が
り
焼
く
。

②
鍋
に
忌
の
材
料
を
煮
た
て
、

こ
ん
が
的
姚
け
た
い
わ
し
を

入
れ
、
中
火
で
落
と
し
ぶ
た

を
し
て
汁
気
が
ほ
と
ん
ど
な

く
な
る
ま
で
煮
含
め
る
。

③
皿
に
盛
っ
て
か
ら
い
り
ゴ
ー
マ

か
ぶ
る
。

万材料（4人分）

い／わし中12匹

：小麦粉，適量

ゴマ油適量

しょう油大さじ5杯

⑦油大さじ5杯
水大さじ5杯

｜

土Ｉしょうが適量

イリゴマ大さじ％杯

コ

報
セ
ン
タ
ー
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
資
源
の
有
効
利
用

740

電
話
は
ダ
メ

証
拠
が
残
り
ま
せ
ん

暮
ら
し
の
情

報
悪質な訪問販売



第777号（3）

子どもから高齢者ま

者教育の必要性が高ま

婦や高齢者の契約トラ

ためには、複雑化する

題解決が出来るように

必要です。

じ
て
い
ま
す
。

不用品情報センター

8月31日まで開設

市
で
は
、
家
庭
で
使
わ
な
く

な
っ
た
り
眠
っ
て
い
る
不
用
品

を
有
効
に
生
か
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

吊
役
所
商
工
観
光
課
消
費
生

活
係
・
萱
⑩
3
1
4
1
）
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

譲
っ
て
欲
し
い
品
物
、
譲
り

た
い
品
物
は
、
至
急
不
用
品
情

を一一¬→

話し台い

が
趣
旨
で
す
の
で
、
高
額
な
品

物
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

今
回
の
受
け
付
け
は
、
八
月

三
十
一
日
ま
で
で
、
現
在
登
録

さ
れ
て
い
る
品
物
は
次
の
と
お

り
で
す
。登

録
中
の
品
物

〈
譲
り
ま
す
〉
・
：
パ
イ
プ
い
す
、

二
段
べ
″
ド
、
窓
用
ロ
ー
タ
リ

ー
フ
ァ
ン
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、

ガ
ス
湯
沸
か
し
器
、
ベ
ビ
ー
ダ

ン
ス
、
ボ
ー
ト
こ
ぎ
腹
筋
運
動

具
、
囲
碁
セ
″
ト
、
ぶ
ら
下
が

り
健
康
機
、
精
米
器
、
英
文
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
事
務
机
、
学

習
机
、
物
置
き
、
編
み
機
。

〈
譲
っ
て
欲
し
い
〉
…
本
箱
、

オ
ー
ブ
ン
、
冷
凍
庫
、
冷
凍
冷

蔵
庫
、
電
気
オ
ル
ガ
ン
、
電
子

オ
ル
ガ
ン
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
、
各
種
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
キ

ャ
リ
ー
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
、
メ
リ
ー
ゴ
上
フ
ン

ド
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
ミ
ニ

ス
ト
ッ
カ
ー
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
卓
球
台
。

741

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
す
る
時

衣
料
品
は
着
用
す
れ
ば
必
ず
汚

れ
る
の
で
す
か
ら
、
洗
濯
は
欠
か

Ｓマークは二

｜標準（Ｓｔａｎｄａｒｄ）犬

2衛生（Ｓａｎｉｔａｔｉｏｎ）し

3安全（Ｓａｆｅｔｙ）

の頭文字を表したものです

せ
ま
せ
ん
。
最
近
の
衣
轡
Ｅ
に
は

型
や
風
合
い
を
強
調
す
る
も
の
が

増
え
、
曾
証
生
産
で
短
い
期
間
し

か
作
ら
な
い
も
の
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

従
っ
て
、
充
分
な
耐
ク
リ
リ
ニ

ン
グ
性
の
テ
ス
ト
も
行
わ
ず
に
市

販
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
く
あ
り

ま
せ
ん
。

衣
料
品
を
購
入
す
る
時
に
は
、

取
り
扱
い
絵
表
示
を
確
認
す
る
外
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
や
注
意
事

項
に
つ
い
て
も
よ
ぐ
確
か
め
ま
し

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
つ
い
て
も
、

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
店
だ
か
ら

と
安
易
に
品
物
の
受
け
渡
し
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
技
術
や
料
金
な

ど
目
的
に
合
っ
た
店
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

に
よ
っ
て
技
術
の
差
が
大
き
い
こ

と
も
、
テ
ス
ト
の
結
果
、
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
技
術
の
拳
れ
た
店

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

厚
生
大
臣
認
可
の
標
準
覚
書
約

款
・
登
録
店
に
は
Ｓ
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
ぶ
目
安
と

し
て
は
、
・
品
物
を
預
け
る
時
に
受

け
付
け
の
人
が
よ
く
点
検
し
、
客

と
一
緒
に
、
染
み
こ
子
な
ど
に

つ
い
て
確
認
し
て
く
れ
る
店
・
品

惣
隼
ハ
切
に
取
り
扱
っ
て
く
れ
る

店
・
自
分
の
店
で
は
扱
え
な
い
品

物
は
、
専
門
店
へ
取
り
次
ぎ
、
紹

介
し
て
く
れ
る
盾
・
客
に
誠
意
を

も
っ
て
対
応
し
て
く
れ
る
店
な
ど

で
す
。ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
時
は
、

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
や
孚
］
、
ほ
こ
ろ

び
、
染
み
、
取
れ
そ
シ
な
ボ
タ
ン

な
ど
を
調
べ
、
直
し
て
お
い
た
り
、

店
と
確
認
に
Ｘ
『
た
り
し
ま
す
。

高
価
な
ボ
タ
ン
、
装
飾
ボ
タ
ン
、

注
文
服
の
後
染
め
ボ
タ
ン
な
ど
は

取
り
外
し
て
お
く
方
が
無
難
で
す
。

上
下
一
対
の
も
の
、
付
属
品
、

ベ
ル
ト
な
ど
は
一
緒
に
出
に
垂
し

ょ
う
。
別
々
に
出
す
と
、
色
や
風

Ｊ
1
1
Ⅶ
べ

合
い
が
変
っ
て
着
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

染
み
の
種
類
や
、
染
み
に
な
っ

て
か
ら
の
日
数
、
応
急
処
置
な
ど

も
伝
え
ま
し
ょ
う
。
染
み
に
よ
っ

て
は
、
染
み
抜
き
料
を
別
途
に
請

求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
価
な
品
物
や
形
見
の
品
な
ど

は
、
そ
の
旨
伝
え
て
お
き
ま
し
よ

う
。
購
入
時
に
付
い
て
い
た
ラ
ベ

ル
や
説
明
書
な
ど
の
デ
メ
リ
″
ト

表
示
や
取
り
扱
い
上
の
注
意
も
、

店
に
伝
え
て
事
故
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
大
切
な
事
は
記

入
し
て
お
い
て
も
ら
≪
ｎ
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。

預
り
証
は
必
ず
受
け
取
り
、
し

づ
か
り
と
保
管
し
毒
す
。
紛
失
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
一
因
と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
品
物
を
受

け
取
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
汚
れ
の
落

ち
具
合
・
損
傷
・
付
属
品
の
有
無

な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
出
来

上
り
品
は
、
な
る
べ
く
早
く
引
き

取
り
去
し
ょ
う
。
陽
や
け
や
蛍
光

灯
に
よ
る
色
あ
せ
が
起
き
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
受
け
渡
し
時

の
確
認
が
不
充
分
だ
と
、
ト
ラ
ブ

ル
の
責
任
所
在
が
は
っ
き
り
し
な

い
場
合
も
起
り
得
を
す
。

保
管
す
る
時
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
外
し
て
置
き
ま
す
。
び
れ
た
り

し
て
変
ら
ず
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

謔総綴
この公表価格は、6ｆ月初めに実施した消費生活そ

ュター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

晶目 現格
Ｖ－均価格価格状況 鰍 詣

－

毀

4

－

・

対ｍ月比対前年比

灯油
1μｉｎ皿 ｌｌｊ781

‰▲0．4
Ａ35°ｌ

900 684

1≪（Ｋ達 824 0．7
？▲33．9

900 750
が｀ノリン レギュラー1ｆ現金売り

125 ▲1．6 0．8128 117
ティッシュペー／ヽ－

400枚人1拓

「グりキ・・ク又・又コ，テＯ150 4．2Ａ3．2 158 108
台所用ラ■Ｖブ

サランラ・・，フ30（・ｍｘ20ｍ228 7．0 2．2240 168
アルミホイル25（・ｍｘ8ｍ168 4．3 0 218 128
シャンプー 液体ポリ容器22（）ｃ（花ｌモエ～・・センシャ・レ229 0▲0．4

230 225
洗ｉｆｆ川扮石けん2．池ｋ 911 7．6 7．6980 85（

ｔ肉
すき焼用中程度1（｝Ｏｇ

369’”▲2．92．8458 278
ｌｉｉきけ 切身100Ｋ 308 2．0▲3．4368 205
バレインョ 男爵111（Ｋ 36 5．938．578 2！

キャベツ中Ｋ幻1ｔＫ 194 ▲11．0 16．9298 120

赳卯
Ｍサイズハ■■，ク入ＩＯ個

125 ▲13．8▲38．1
148 100

食用油
日ｊｉ’ｉサラダ油ポリ容器入1000ｂ・

490 9．4▲8．8 548 348

しよう油キ・・コーマン濃ｌ】ポリ容器人1が
257 0▲2．7278 198

砂糖 ト．Ｉ’丿㎏ 248 0．8▲2．0 268 218

小麦粉
日清小麦粉フラワー1㎏Ｉｆｚｏｏ5．3▲2．0208 168

インスタントコーヒーネスカフェェクセラ瓶人150ｋ916 Ａ1．6 Ａ14．1 948 798

みそ タヶヤドノｌｋＲ308 ▲9．9 8．9358 218
ｆｔ’ゝン

吽通品川・（スライスしたもの）
156 1．3▲3．1170 140

洗濯代 ワィ自の／ヤツそそで 141 ▲3．4▲14．5
200 100

▲は減

ま
ず
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
申
し
出

て
説
明
を
求
め
る
と
共
に
、
よ
く

話
に
Ｘ
に
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

話
父
□
が
う
ま
く
行
か
な
い

場
合
に
は
、
消
費
生
活
相
談
室
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

夏
か
迎
え
て
、
こ
れ
か
ら
は

洗
濯
の
回
数
が
増
え
て
来
ま
す
。

せ
っ
け
ん
は
、
汚
れ
を
落
と

す
力
が
強
い
の
で
自
然
な
日
さ

に
洗
い
あ
が
り
、
蛍
光
増
白
剤

の
よ
ラ
な
不
自
然
な
臼
さ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
柔
軟
性
仕

上
剤
盈
宍
陛
く
て
も
、
柔
ら

か
な
仕
上
り
に
な
り
ま
す
。

洗
濯
機
に
水
か
お
湯
を
入
れ

て
か
ら
、
粉
せ
っ
け
ん
を
よ
く

か
き
混
ぜ
な
が
ら
溶
か
し
て
、
・

洗
濯
物
を
入
れ
ま
す
。
せ
っ
け

ん
の
一
回
の
使
田
量
は
、
合
成

洗
剤
と
同
じ
量
で
も
、
か
さ
が

低
い
の
で
し
っ
か
り
と
計
量
し

ま
し
ょ
う
。
目
分
量
で
入
れ
る

と
つ
い
使
い
過
ぎ
に
な
り
、
す

す
ぎ
に
手
間
取
っ
た
り
、
黄
ば

み
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

粉
せ
っ
け
ん
か
選
ぶ
時
に
は
、

必
ず
洗
濯
用
せ
っ
け
ん
と
表
示

‘ の
あ
る
物
を
購
入
1
ま
し
ょ
う
。

成
分
表
示
欄
に
、
脂
肪
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
か
脂
肪
酸
カ
リ
ウ
ム

の
表
示
が
あ
り
毒
天
助
剤
と

し
て
約
三
〇
％
前
後
の
炭
酸
塩

が
含
書
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
洗
浄
力
を
高
め
る
た
め
の
も

の
で
す
。

せ
っ
け
ん
は
、
合
成
洗
剤
に

比
べ
て
皮
膚
障
害
が
ほ
と
ん
ど

無
く
、
川
や
下
水
処
理
場
で
速

や
か
に
分
解
し
、
人
体
や
環
境

に
と
っ
て
安
全
と
い
え
ま
す
。

〈
一
ロ
メ
モ
〉

『
無
添
剤
せ
っ
け
6
・
：
以

前
は
「
第
一
種
固
型
せ
っ
け
ん
」

と
呼
ば
れ
、
純
せ
っ
け
ん
分
か

九
五
％
以
上
、
香
料
な
こ
の
添

加
剤
が
Ｉ
切
含
次
れ
て
い
な
い
・

良
質
の
せ
っ
け
ん
。
ラ
ベ
ル
の

表
示
に
「
無
添
剤
」
、
「
第
一
種
」

ま
た
は
「
純
せ
っ
け
ん
分
九
五

％
（
以
上
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
め
ま
す
。

洗
濯
用
、
台
所
用
、
布
き
ん

用
な
ど
の
用
途
表
示
に
関
係
な

く
、
洗
顔
・
洗
濯
・
洗
髪
・
入

浴
と
何
に
で
も
使
え
、
赤
ち
ゃ

ん
に
も
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

洗濯用せっけんの表示例

家庭用品品質表示法に基づく表示

品名 洗濯用せっけん

用途 綿・麻・レーヨン・合成繊維、用

液性 弱アルカリ性

成分 脈肪酸ナトリウム（純石けん分）（65％）炭酸塩

正味量 2，400ｇ

標準使用量
水30Ｃｔこ対して40ｇ
（20㎡のコップで約3分の2）

せ
っ
け
ん
を

使
い
ま
し
ょ

う 暮
ら

し
の

情
報

か
し
こ
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
の

選
び
方

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
出

す
と
き

取
り
扱
い
表
示
の

確
認
を

品
物
を
受
け
取
っ

た
ら 消費生活相談室根

（商工観光課内）電話223141



こ
の
講
座
は
．
本
市
が
府
南
部

の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
、
市

民
の
自
治
意
識
が
高
ま
る
中
で
、

市
政
に
対
す
る
理
解
や
市
民
と
行

政
相
互
の
連
帯
を
創
造
す
る
場
と

し
て
開
い
て
い
ま
す
。
市
政
の
歩

み
（
四
月
）
や
議
会
の
役
割
り
（
五

月
）
に
続
い
て
、
今
回
は
行
政
機

▲第1回目の市政概要講座（4月17日）

構
と
各
部
署
1
こ
の
よ
う
な
施
策

が
取
り
組
奔
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
私
た
ち
の
生
活
に
役
立
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
と
き
…
6
月
2
4
日
南
、
午
前

1
0
時
1
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
行
政
機
構
は
ど

の
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
る
の
？
▼
対

象
…
市
内
在
住
の
市
民
ま
た
は
市

内
に
勤
務
し
て
い
る
人
▼
申
し
込

み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い

合
わ
せ
…
広
野
公
民
館
（
豊
⑥
7

4
5
0
）
へ
。
（
広
野
公
民
館
）

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会

中
央
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、

今
月
か
ら
第
四
木
曜
日
に
辰
幻
り
・

ま
し
た
。

▼
と
き
・
：
6
月
2
5
日
俐
、
午
後

3
堕
Ｔ
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
▼

参
加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
：
当

日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
監
Ｂ
せ

・
：
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

へ
。入

場
に
際
し
て
は
、
お
母
さ
ん

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
中
央
図
書
館
）

市
民
吹
奏
楽
団

演
奏
会

▼
と
き
・
：
6
月
2
1
日
間
、
午
後

1
時
半
開
場
、
2
時
開
演
▼
と
こ

ろ
・
：
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
ゲ
ス

ト
：
大
阪
音
楽
大
学
サ
ク
ソ
ホ
ー

ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
▼
入
場
・
：
無
料
。

（
社
会
教
育
課
）

育
成
学
級

夏
の
ア
ル
バ
イ
ト

▼
期
間
・
・
・
7
月
2
1
日
脚
～
8
月

3
1
日
㈲
（
日
曜
日
と
8
月
1
3
日
～

1
5
日
は
除
く
）
▼
勤
務
時
間
・
：
午

前
9
時
～
午
後
5
時
▼
賃
金
・
：
1

日
四
千
三
百
四
十
七
円
▼
対
象
・
：

大
学
生
▼
募
集
人
数
・
：
若
干
名
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
市
販

の
履
歴
書
に
写
真
か
ほ
っ
て
、
６

月
2
2
日
側
～
2
4
日
伽
ま
で
に
社
会

教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
必
‘

ず
本
人
が
持
参
す
る
こ
と
。

（
社
会
教
育
課
）

高
齢
者ス

ポ
ー
ツ
教
室

。
▼
と
き
・
：
6
月
2
8
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
牢
治
小

学
校
体
育
館
▼
内
容
…
健
辰
つ
く

ぴ
体
操
、
レ
ク
リ
干
－
シ
ョ
ン
グ

ー
ム
▼
対
象
…
高
齢
者
▼
参
加
費

・
・
・
無
料
▼
持
参
品
・
：
上
靴
▼
申
し

込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

吊
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
…
6
月
2
8
日
面
、
午
前

9
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
小

学
校
▼
内
容
…
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
▼

参
加
費
…
無
料
▼
持
参
品
・
・
上
靴

（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
卓
球
の
参
加
者
）
▼
申
し
込

み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

吊
民
体
育
課
）

す
こ
や
か
養
育
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▼
電
話
相
談
・
・
・
毎
週
金
曜
日
、

まちを花で飾ろう

6月24日～25日

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
面
接
相
談
・
・
・

毎
月
第
1
金
曜
日
、
午
煎
…
…
時
～

午
後
4
時
▼
内
容
…
乳
幼
児
の
発

育
上
の
問
題
や
悩
み
な
ど
の
相
談

▼
相
談
場
所
・
：
木
幡
保
育
所
＝
容

⑩
7
1
2
3
、
北
小
倉
保
育
所
9

豊
＠
4
1
1
3
、
宇
治
保
育
所
―

豊
＠
7
5
5
1
（
7
月
か
ら
）
、
小

倉
双
葉
園
保
育
所
＝
容
＠
7
5
5

2
（
7
月
か
ら
）
。
（
保
育
課
）

一
人
暮
ら
し
老
人

料
理
教
室

▼
と
き
…
7
月
2
日
困
、
午
前

1
0
時
～
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
Ｊ
梅
し
そ
ご

「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て

走
ろ
う
宇
治
市
市
民
運
動
推
進

協
議
合
で
は
、
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
花
い
っ
ぱ

い
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
ず
。

そ
の
一
環
と
し
て
花
づ
く
り
講

習
会
を
行
い
未
了
の
で
、
多
数

ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

は
ん
、
和
風
オ
ム
レ
ツ
、
ナ
ス
ビ

と
ピ
Ｌ
マ
ン
の
み
そ
炒
め
、
キ
ュ

ウ
リ
の
く
ず
ひ
き
、
デ
ザ
ー
ト
▼

指
導
…
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
グ
ル
ー
プ

青
梅
▼
対
象
・
・
・
6
5
歳
以
上
で
一
人

暮
ら
し
の
大
▼
定
員
…
3
0
大
（
先

着
順
）
▼
準
備
品
…
エ
プ
ロ
ン
ー

マ
ス
ク
、
三
角
良
ん
▼
参
加
費
…

百
円
▼
申
し
込
み
・
：
社
会
福
祉
協

議
会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
▼
主
催

・
：
市
一
人
暮
ら
に
誕
人
の
会
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

手
話
教
室

▼
と
き
・
・
・
7
月
7
日
叫
～
8
月
『

2
5
日
㈹
の
毎
週
火
曜
日
。
全
8
回
。

い
ず
れ
も
午
後
7
時
半
Ｌ
9
時
▼

と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
3
階
和

室
▼
内
容
…
ろ
シ
あ
者
の
生
活
を

考
え
る
講
座
、
手
話
実
技
、
交
流

会
な
ど
▼
対
象
…
全
講
座
に
出
席

出
来
る
健
聴
者
（
以
前
に
参
加
し

た
こ
と
の
あ
る
大
も
ど
ラ
ぞ
）
▼

参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
…
福
祉
課
（
ａ
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
（
福
祉
課
）

六
点
漢
字

六
点
漢
字
と
は
、
従
来
の
点
字

で
漢
字
も
表
わ
せ
る
ぷ
つ
に
し
た

も
の
で
す
。

▼
と
き
…
7
月
5
日
間
～
6
3
年

3
月
ま
で
毎
月
―
回
。
い
ず
れ
も

午
後
1
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
視
覚
障
害

者
｝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

詳
し
ぐ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
豊

⑩
5
6
5
0
ま
た
は
5
6
5
4
）

へ
。
ヽ
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

な
お
、
参
加
者
全
員
に
プ
ラ

ン
タ
ー
と
花
の
種
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

▼
日
程
・
・
・
6
月
2
4
日
南
―
広

野
公
民
館
、
2
5
日
南
ａ
青
少
年

文
化
研
修
道
場
（
い
ず
れ
も
午

後
2
時
～
4
時
）
▼
内
容
・
：
草

身体障害

者バス運賃の割り引き

国
で
は
、
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
や
そ
の
介
護
人
に
対
し
て
、

悉
只
ス
運
賃
の
割
引
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

割
引
率
は
、
身
体
障
害
者
本

人
と
介
護
人
（
一
人
）
共
、
普
通

乗
車
券
の
五
割
引
き
。
。
詳
し
く

は
、
福
祉
課
（
雲
⑩
3
1
4
1
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
身
体
障
害
者
本
人
（
単
独

用
）
の
場
合
…
身
体
障
害
者
手

帳
を
、
運
転
手
（
ま
た
は
車
掌
）

に
提
示
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
従
来

の
割
引
証
は
不
要
で
す
か
、
有

効
期
限
内
は
使
用
出
来
ま
す
。

■
介
護
人
の
場
合
・
・
・
「
バ
ス

介
護
付
」
と
表
示
に
差
身
体
障

害
者
手
帳
を
、
運
転
手
（
ま
た
は

車
掌
）
に
提
示
し
て
下
さ
い
。
介

護
人
一
人
と
障
害
者
本
人
の
割

引
が
受
け
知
れ
ま
す
。
こ
の
「
バ

ス
介
護
付
」
の
表
示
（
押
印
）
は
、

福
祉
課
で
行
い
ま
す
。
手
帳
を

持
っ
て
福
祉
課
へ
。

「
バ
ス
介
護
付
」
は
、
京
都
府

バ
ス
協
命
一
加
盟
各
社
の
バ
ス
で

通
用
。
他
の
バ
ス
の
場
合
に
は
、

従
来
通
り
の
割
引
証
が
必
要
で

す
。
従
来
の
割
引
証
で
も
、
有

効
期
限
内
は
バ
ス
協
会
加
盟
の

バ
ス
に
も
使
用
出
来
康
ｙ
。

介
護
人
の
割
引
は
、
手
帳
に

「
第
一
種
」
ま
た
は
「
内
部
障

害
一
級
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人

に
認
め
ら
れ
ま
す
。
（
福
祉
課
）

騒
音
な
く
し
て

住
み
よ
い
ま
ち
に

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
行
く
上
ン
グ
・
・
・
深
夜
、
早
朝
は
最
小
限

で
。
音
が
発
生
す
る
の
は
や
む
に
▼
ぺ
″
ト
・
・
・
運
動
不
足
や
不

を
得
な
い
こ
と
で
す
。
で
も
、
規
則
な
食
事
が
原
因
に
な
る
こ

自
分
に
は
何
で
も
な
い
音
で
も
、
と
も
あ
り
未
了
▼
ピ
ア
ノ
…
窓

他
人
に
と
っ
て
は
不
快
か
も
し
や
ド
ア
を
閉
め
て
。
ピ
ア
ノ
の
。

れ
ま
せ
ん
。
生
活
の
一
つ
ひ
と
向
き
、
場
所
、
防
音
装
置
な
ど

つ
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。
の
対
策
も
。
弾
く
時
間
も
考
え

ま
し
ょ
う
▼
テ
レ
ビ
ー
ス
テ
レ
生
活
上
の
注
意

オ
…
特
に
深
夜
や
早
朝
は
ボ
リ

▼
ク
ー
ラ
ー
・
：
低
騒
音
機
種
ユ
ー
ム
を
絞
っ
て
。
へ
″
ド
ホ

を
選
ん
で
。
設
置
場
所
も
よ
く
Ｉ
ン
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

考
え
、
な
る
べ
く
深
夜
の
使
用
（
環
境
保
全
課
）

は
控
え
ま
し
ょ
う
▼
ア
イ
ド
リ

訂
正

の
数
値

1
0
0
・
8
1
の
正
し
ぐ
は
9
9
・
2
で
す

・
四
面
お
知
ら
せ
の
「
手
定
・

目
が
不
自
由
な
人
の
巡
回
更
正

相
談
」
は
、
正
し
ぐ
は
「
手
足

・
耳
が
不
自
由
な
人
の
巡
回
更

生
相
砂
で
す
。

742

サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

の
育
て
方
な
ど
▼
申
し
込
み
・
・
・

当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合

わ
芋
・
国
体
事
務
局
・
（
酋
＠
3

5
2
1
）
へ
。
（
国
体
事
務
局
）

消
防
設
備
士
試
験

▼
と
き
・
：
8
月
8
日
出
、
9
日

㈲
▼
と
こ
ろ
…
京
都
府
立
大
学

（
京
都
市
左
京
区
下
鴨
半
木
町
）
▼

願
書
配
布
…
6
月
2
2
日
㈲
～
7
月

8
日
㈲
に
消
防
本
部
ま
た
は
市
内

各
消
防
（
分
）
署
で
。
時
間
は
午
前

9
時
～
午
後
ｔ
時
半
▼
願
書
受
け

付
け
・
：
7
月
6
日
側
～
8
日
南
に

京
都
府
職
員
会
館
（
京
都
市
上

京
区
下
長
者
町
通
り
西
洞
院
東
入

ル
）
で
。
時
間
は
午
前
9
時
半
ト

午
後
4
時
半
▼
問
い
合
わ
せ
…
詳

し
く
は
、
剛
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
京
都
府
支
部
（
酋
0
7
5
剛

9
1
2
1
）
へ
。
（
消
防
本
部
）

甲
種
防
火
管
理
者

講
習
会

▼
と
き
・
：
7
月
1
6
日
俐
と
1
7
日

吻
。
い
ず
れ
も
午
前
9
漿
丁
午

後
4
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
南
京
都
信

用
金
庫
本
店
7
階
（
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

前
）
▼
対
象
…
消
防
法
第
8
条
規

定
の
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
の
取

得
を
希
望
し
、
宇
治
市
、
城
陽
市
、

久
御
山
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
人
▼
定
員
・
・
1
5
0
人
（
先
着
順
）
▼

受
講
料
・
：
三
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
）
▼
申
し
込
み
…
所
定
の
受

講
申
込
書
（
消
防
〈
分
〉
署
に
あ
り

圭
ｙ
）
に
写
真
（
無
帽
、
無
背
景

の
上
半
身
、
縦
横
4
×
3
ｔ
）
を

は
り
、
回
聚
痔
っ
て
最
寄
り
の

消
防
（
分
）
署
へ
。
受
け
付
け
は
2
2

日
側
～
3
0
日
脚
▼
問
い
合
わ
や
：

消
防
本
部
予
防
課
（
酋
⑩
0
1
1

9
）
へ
。
（
消
防
本
部
）

福祉医療費受給者証の犬

……切り替え

現
在
の
「
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
」
（
ピ
ン
ク
色
）
は
、
六
月

三
十
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

受
給
該
当
者
に
は
、
新
し
い
受

給
者
証
（
藤
色
）
を
、
六
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。
住
所
や
扶
養
義

務
者
な
ど
に
変
更
が
あ
れ
ば
、

頑
や
か
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
保
険
診
療
の

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
も
の
。

次
の
該
当
者
で
未
申
請
の
人
は
、

健
康
保
険
証
と
ｍ
鑑
か
痔
参
の

上
、
社
会
課
で
手
続
し
て
く
だ

さ
い
。
所
得
が
制
限
額
以
上
で

あ
っ
た
り
、
健
康
保
険
に
未
加

入
の
場
合
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
老
人
（
6
5
～
7
0
歳
未
満
）
の

場
合▽

所
得
税
非
課
税
世
帯
▽
一

一

人
暮
ら
し
▽
寝
た
き
り
▽
老
人

世
帯
。

■
心
身
障
害
児
・
者
の
場
合

▽
身
体
障
害
者
等
級
1
・
2

級
▽
重
度
の
精
神
薄
弱
▽
3
級

の
身
体
障
害
で
中
度
の
精
神
薄

弱
▽
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
’

福
祉
年
金
ま
た
は
障
害
年
金
が

Ｉ
級
で
、
障
害
の
内
容
・
程
度

が
身
体
障
害
者
等
級
―
・
2
級

に
相
当
。

■
母
子
家
庭
の
場
合

▽
1
8
歳
未
満
の
子
ど
も
▽
小

学
校
修
了
前
の
児
童
の
母
。

老
人
医
療
の
入
院
時
一
部
負
担
金
の
減
額
に
関
す
る
特
例

受
給
申
請
と
切
り
替
え

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
、

市
府
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、

市
長
が
認
定
証
を
交
付
し
た
人

に
は
、
従
来
通
り
入
院
時
一
部

負
相
至
（
一
日
）
三
百
円
を
、
二

ヵ
月
間
だ
け
支
払
い
ま
す
。

な
お
、
受
給
申
請
に
は
▽
健

康
手
帳
▽
健
康
保
険
証
▽
老
齢

福
祉
年
金
証
書
▽
目
撃
・
な
ど

が
必
要
で
す
。

゛
現
在
、
「
特
例
」
を
受
給
し
て

い
る
人
も
、
毎
年
受
給
申
請
の

更
新
が
必
要
で
す
。
六
月
中
に

社
会
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

重
障
老
人
健
康
管
理
事
業

対
象
者
証
の
切
り
替
え
と
受
給
申
請

老
人
保
健
法
で
の
「
重
障
老

人
健
康
管
理
事
業
対
象
者
証
」

の
有
効
期
間
は
、
六
月
三
十
日

で
す
。
健
康
手
帳
に
対
象
者
証

（
黄
色
の
シ
ー
ル
）
が
は
っ
て
あ

る
人
は
、
健
康
手
帳
と
保
険
証
、

印
鑑
か
痔
っ
て
、
六
月
中
に
社

会
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
重
度
心
身
障
害
老
人
健

康
管
理
事
業
は
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
人
が
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
を
受
け
た
際
に
、
一

部
負
担
金
を
公
費
で
負
担
ず
る

制
度
で
す
。

■
対
象
者
（
6
5
歳
以
占

▽
身
体
障
害
者
等
級
―
’
2

級
▽
重
度
の
精
神
薄
弱
▽
3
級

の
身
体
障
害
で
中
度
の
精
神
薄

弱
▽
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害

福
祉
年
金
ま
た
は
障
害
年
金
が

1
級
で
、
障
害
の
内
容
・
程
度

が
身
体
障
害
者
等
級
―
・
2
級

に
相
当
。

こ
の
制
度
は
、
申
請
し
な
け

れ
ば
受
給
出
来
ま
せ
ん
。
所
得

制
限
も
あ
り
ま
す
。
詳
1
Ｉ
は
、

社
会
課
へ
。

市
政
概
要
講
座

福祉事務斯社会課

行
政
機
構
教
僑
の
疫
痢
参
集
渠

6月24日広野公民館

電話22

2141

花づ＜り講習会
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